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総資本営業利益率 

 

 

 

※業種別・資本金別 

    資本金 

業種 
1,000 万円未満 1,000万円～1億円 1 億円～10 億円 10 億円以上 

製造業 2.3％ 3.5％ 5.3％ 4.0％ 

非製造業 2.3％ 2.8％ 5.3％ 4.2％ 

 

（１）財務指標の説明 

 

総資本利益率とは、利益の総資本に対する割合を言い、企業の総合的な収益性

を計る尺度です。総資本利益率が高い場合は、投下資本が効率的に使用されてお

り、収益性が高いと言えます。また、この比率は売上高利益率と総資本回転率の

２つの構成要素に分解することができます。なお、総資本利益率は総資産利益率

とも言われ、一般に ROA（Return on Assets）と呼ばれています。 

総資本利益率は、分子の利益に何を用いるかによって、総資本営業利益率、総

資本経常利益率などと呼ばれます。総資本営業利益率は、分子の利益に営業利益

を用いることによって、投下資本に対して企業の本業から得られている利益の

割合を確認することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年度の総資本営業利益率（全産業・全規模）は 3.8％ 

総資本営業利益率�％� =
営業利益

総資本（期首・期末平均） ∗
× 𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏 

               

=
営業利益

売上高

（ = 売上高利益率）

×
売上高

総資本（期首・期末平均） ∗
（ = 総資本回転率）

× 𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏𝟏 

 

 

財務指標の例① 
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貸借対照表  損益計算書 

資産の部 負債の部  Ⅰ 売上高 

Ⅱ 売上原価 

    売上総利益 

Ⅲ 販管費 

    営業利益 

Ⅳ 営業外損益 

    経常利益 

Ⅴ 特別損益 

税引前当期純利益 

Ⅵ 法人税等 

    当期純利益 

Ⅰ 流動資産 

Ⅱ 固定資産 

Ⅲ 繰延資産 

Ⅰ 流動負債 

Ⅱ 固定負債 

 

 

純資産の部 

Ⅰ 株主資本 

Ⅱ 評価・換算差額等 

Ⅲ 新株予約権 

 

 

資産合計 総資本（負債・純資産合計）  

*総資本＝負債＋特別法上の準備金＋純資産 

 

 

（２）グラフで見る最近の動き 

 

2018 年度の製造業、非製造業を見ると、非製造業は営業利益の対前年度比

増加率が総資本の増加率を上回った一方、製造業は営業利益が対前年度比で減

少したことから、全産業で見た総資本営業利益率は前年度比で下降していま

す。 
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